
［成果情報名］ 伊豆地域におけるオリーブ生産の実態と経営試算 

［要 約］ 搾油用オリーブ栽培において、カンキツ栽培と同程度の所得（33.5 万円

／10a）を得るためには、単価 3000 円／100ml で販売する場合、10kg／樹

の収量が必要であり、現状はこれの 1／3 程度である。 
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［背景・ねらい］ 

オリーブの栽培面積は、伊豆地域をはじめとした県内各地で増加傾向にあるが、その

生態的特性や経営収支については明らかでない。そこで、オリーブの栽培および経営に関

する基礎的知見を得ることを目的として、伊豆地域のオリーブ栽培園地における現地実態

調査と経営体への聞き取り調査を行い、調査結果に基づく経営収支を試算する。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１ 伊豆地域で栽培されるオリーブ８品種の樹高は 2.6～3.8m であり、樹幅は 2.7～4.0m

である（表１）。 

２ 漬物用で最も収量が多い品種は‘マンザニロ’で、その収量は 3.8kg／樹であり、搾油

用品種では‘ペンドリーノ’で、3.2kg／樹である（表２）。 

３ 収穫作業効率は、搾油用品種に比べて漬物用品種で高く、平均果実重が大きいためと

考えられる（表２）。 

４ 漬物用品種では台風によるすれ傷とみられる傷果の発生割合が高く、正品率が低下す

ることから安定した経営は難しいと考えられる（図１）。 

５ 搾油用オリーブを栽培し、収穫した果実からオイルを搾って自ら販売する形態での経

営収支を試算すると、植栽本数を 50 樹／10a とし、収量が 10kg／樹で、かつオイル

を 3,000 円／100ml の単価で販売した場合の農業所得が 31.2 万円／10a となり、伊豆

地域におけるカンキツ栽培の農業所得と同程度となる（図２）。 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１ 経営試算では、収穫期である 10～11 月に収穫と選果の作業が集中するため、雇用者

の確保が重要であるとともに、収穫効率を高める作業方法の検討が必要である。 

２ 試算では、インターネット上での販売を想定しており、自ら販売促進を行い、販路を

確保する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



［具体的データ］ 

［その他］ 
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オリーブオイルの搾油率は5％と仮定 図中の破線は柑橘栽培の農業所得(335万円/ha）を示す
図中の破線は柑橘栽培の農業所得(335万円/ha）を示す

図2 オリーブオイルの販売単価を3,000円/100mlに
固定した場合の収量と農業所得の関係

図7 果実販売で販売単価を800円/kgに固定した場
合の生産量と農業所得の関係

農業所得算出時の経営費は、臨時雇用労賃を含めて算出
（本人と臨時雇用ですべての労働時間を確保し家族労働
力はなし）

農業所得算出時の経営費は、臨時雇用労賃を含めて算出
（本人と臨時雇用ですべての労働時間を確保し家族労働力
はなし）
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25.8 表1　オリーブ8品種の樹高および樹幅

28.2 樹高 樹幅 樹冠面積 樹容積

22.9 （m） （m） (m2) (m3)

3.2 マンザニロ 3.2 3.2 8.3 22.9 

25.2 ネバディロブランコ 3.6 4.0 12.6 40.8 

15.4 ミッション 3.8 3.2 8.1 28.2 

25.7 ピクアル 3.0 3.2 8.2 22.1 

22.1 レッチーノ 3.0 3.0 7.2 19.3 

3.2 レッチョデルコルノ 2.6 2.7 5.6 13.1 

25.0 ペンドリーノ 2.7 2.9 6.5 15.4 

51.9 フラントイオ 2.9 2.7 5.7 14.5 

45.5 
40.8 

用途 品種

漬物用
（10年生）

搾油用
（7年生）

表2　オリーブ8品種の収量および収穫時間

マンザニロ 3.8 1111 3.4 ay 18.3 5.8 

ネバディロブランコ 1.7 608 2.6 b 10.1 5.1 

ミッション 2.7 1143 2.8 b 17.5 3.7 

ピクアル 1.8 682 3.9 a 15.4 5.1 

有意性x

レッチーノ 0.7 b 698 b 0.9 a 11.8 1.4 

レッチョデルコルノ 0.5 b 401 b 1.2 a 6.5 2.3 

ペンドリーノ 3.2 a 3629 a 0.9 a 32.4 3.2 

フラントイオ 0.1 b 79 b 1.3 a 2.0 1.5 

有意性
z 収量／収穫果数
y Tukey検定により、同一アルファベット間には5％水準で有意差なし
x 分散分析により、**は1％水準で、*は5％水準で有意差あり、n.s.は有意差なし

収量 収穫果実数 平均果実重z 収穫時間 収量作業効率

（kg/樹） （果/樹） （g/果） (分/樹/2人) （kg/h/人）

n.s. n.s. ** - n.s.

** ** * - n.s.

用途 品種

漬物用
（10年生）

搾油用
（7年生）

表1　オリーブ8品種の不完全花率、無着花枝率および傷果率

59.3 
32.4 
85.3 
83.5 

2.7 
8.7 

20.0 
11.7 

図1　オリーブ8品種の収穫果実に占める傷果の割合
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